
地域部会間で連携して解決したい課題について 

 

 昨年度の市民部会 WG において、矢作川流域圏の市民へ情報を発信するために、矢作川の情報をまとめた「流

域マップ」と「市民部会の意見のカテゴライズ表」を作成した。これにより、矢作川の優れた点だけではなく、

課題も再認識することができた。また、第 3 回市民部会では、「地域部会の話題・課題の共有」ができていな

いという意見も挙げられた。そこで、今回の WG では矢作川流域圏に見られる課題の解決に向けて、矢作川流

域圏懇談会の地域部会間で連携して解決したい課題について洗い出しを行う。最終的に各地域部会へ課題の発

信を行う。 

まずは、「流域マップ」や「カテゴライズ表」、昨年度の各部会 WG で話し合った「9年間の取り組みと成果」

で挙げられた意見から、“地域部会間で連携して取り組めそうな課題”について抽出を行った。 

●：「流域マップ」及び「市民部会の意見のカテゴライズ表」の意見 

□：各部会「9年間の取り組みと成果」の意見 

 

山・川・海 

●外来生物の増加、獣害 

●産業の衰退、後継者不足 

●水質の差（SiO2等） 

□（市民部会 できなかったこと）地域部会（山川海）の話題・課題を把握・共有できるシステム 

□（山部会 できなかったこと）山川海の経済的つながりの共有 

□（山部会 できなかったこと）流域内のものさしの違いに対する理解 

□（山部会 もう少しでできたこと）懇談会が主体となる環境改善手法の具体化 

 

山・川 

●湧水（数の減少、継続時間） 

 

山・海 

 

川・海 

●水質の悪化 

●伏流水の水量減少、砂の減少 

●ごみ問題 

 

◎（井上副座長の意見）市民が行きたくなる矢作川についての話し合い 
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